
TJFは、海外の中高校における日本語教育

をおもな対象とする写真教材『であい：7人の

高校生の素顔』を発行しました。

ことばを学ぶ目的のひとつは、そのことばを

使って人とコミュニケーションをしながら、相

手を理解し、自分を理解し、そしてお互いの

関係をきずいていくことだと思います。他者や

自分への理解を深めながら双方向の関係を

きずく過程を体験できるような教材をつくりた

い、それが「であい」制作の出発点でした。

「であい」では、実在する日本の高校生7人

が主人公として登場し、彼らの生いたち、大

切なこと、将来の夢、家族や友だち、住んで

いる場所、今の生活などを、写真や文章、さ

らにビデオで紹介します。日本語を学ぶ生徒

たちは、7人の高校生に出会い、彼ら一人ひ

とりへの理解を深めながら学習を進めること

ができます。

今号は、特集の枠を拡大し、「であい」をご

紹介します。
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シリーズ
素顔の高校生!0 p.16

のびのびと自由に撮っていきたい。

TJFの事業 p.14

3年目に入って多角化するネットワークの活
動──高等学校韓国朝鮮語教育ネットワークの現在

事業報告（2001年10・11・12月）

特集

写真教材「であい」
ついに完成！
『であい：7人の高校生の素顔』発行

今号は、写真教材「であい」の発行を記念した特別号です。シリーズ「ことばは楽しい」
「見る聞く考えるやってみる授業」はお休みさせていただき、特集の枠を拡大してお送
りします。次号第54号は、通常通りの誌面構成でお届けする予定です。
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プロフィール 1日の生活

写真シートは「プロフィール」と「1日の生活」の2部構成にな
っています。「プロフィール」には主人公のおいたち、家族、
友だち、住んでいる場所、熱中していることなどが盛りこま
れています。いきいきとした写真をつうじて、彼らの素顔と
ある1日の生活の様子を見ることができます。

各写真シートの裏には、表の写真のモノクロ縮小版、写真
シート番号、タイトル、キャプション（日・英）、テーマおよび
主人公のマークが印刷されています。裏にこれらの情報が
あるので、教師は生徒に写真を見せているときも、写真の
内容やタイトル、キャプションを参照することができます。タ
イトルおよびキャプションはブックレットに掲載されているも
のと同じです。

■主人公のメッセージとマイ・ストーリー
海外の高校生に向けた主人公一人ひとりのメッセージと、それぞれの
マイ・ストーリーが日本語と英語で書かれています。マイ・ストーリーに
は、彼らのおいたち、家族、友だち、住んでいる場所、熱中している
こと、将来の夢などが語られており、彼らを知るよい材料になっていま
す。また、彼らをとりまく人びと（家族や友人など）が、彼らをどう見て
いるかについても書かれていて、主人公たちの姿をより立体的なもの
にしています。

■キャプション（写真の説明）
タイトルおよびキャプションは写真シートの裏に掲載されているものと同
じです。写真シートと同様、「プロフィール」と「1日の生活」の2部構成で
す。該当する写真のモノクロ縮小版が掲載されているので、写真のイメ
ージをつかみながらキャプションを読むことができます。

■テーマ表
テーマと写真の相関関係を一覧表にまとめました。テーマごとにどうい
う写真があるか探すことができます。

写真シート（A3判・カラー・192枚）

であいキット

写真教材「であい」は、7人の主人公を紹介する素材であるキッ

ト（写真シート・ブックレット・CD-ROM）と、その素材を日本語の授業で使

うための情報を提供するホームページからなる教材です。

著作権・肖像権

本教材に収録されている写真（一部の写真を除く）の著作権は、撮影

者とTJFとの契約にもとづき、TJFに帰属します。

「であい」の
構成と内容

ブックレット（A4判・308ページ）

CD-ROM



また主人公本人をはじめ、主人公の家族、主人公が所属してい

る学校関係者、主人公の友人や関係者の肖像権の使用について

は、TJFが文書もしくは口頭によって当該関係者から了解を得てい

ます。著作権・肖像権に関する法的な責任はTJFが負っています。

なお、7人の主人公名はすべて仮名です。

本教材に収録されているすべての写真、動画および文章は、教

育目的に使用される非営利活動に限り、利用者は無償でこれを使

用することができます。ただし、非営利、営利を問わず出版物およ

びウェブサイトに使用する場合には、事前にTJFの許可を得る必要

があります。

国際文化フォーラム通信 no. 53 2002年1月

3

であいホームページ

CD-ROM 2には、7人の主人公から海外の高校生に向け
たビデオメッセージがおさめられています。このメッセー
ジは、友だちに話しかけるように自然な日本語で語ってい
ます。彼らの話し方や動きを見ることで、出会いの臨場感
が高まります。また、彼らの生活の一部分も垣間見ること
ができます。「わたしの好きな場所」には、主人公に身近な
家の周りや学校の様子が収録されています。「わたしの世
界」では、それぞれがうちこんでいること、大切にしている
ものを取りあげました。

CD-ROM 1には、写真シートに使用
されたすべての写真に加え、それら
を補足する写真や、TJFが国内の高
校生を対象に行っている写真コンテ
スト（p. 11コラム参照）の作品から選
んだ写真など、計1,300枚以上の写
真をおさめました。

M（OS：Windows/Mac対応・2枚）

教師のためのサポート情報
■授業計画と授業案
日本語の授業の参考資料として、授業計画および授業案と、それ
に付随するレファレンスやアクティビティを掲載しています。
・TJFが提唱する人間理解と文化理解に重点をおいた授業案
・日本語教科書と「であい」を併用した授業案
・各国の日本語教師による授業案

■参考資料集（資料・データ・実物教材) 
参考資料集は、授業案を実際に使ううえで必要な資料やデータで
す。生徒が直接参照することもできます。イラストや写真、関連す
るホームページのアドレス、さまざまなデータを示すグラフや表の
ほか、主人公の学校の案内パンフレットなど実物教材も含まれて
います。

■ミニ事典
ミニ事典は、写真に写っている事物やキャプションなどの文章を理
解するために必要な文化、社会、教育制度などを事典ふうに説明
したものです。イラストや写真なども提供しています。

■語彙リスト
メインの写真に関連する語彙のリストです。日本語（漢字、かな）
とその英訳を併記してあります。
・あいうえお順リスト
・アルファベット順リスト

であいキット

http://www.tjf.or.jp/deai/

CD-ROM 2 7人の主人公のビデオメッセージと生活場面

CD-ROM 1 写真データファイル（約1,300枚）

「であい」教材制作にあたっては、多くの方々や機関にご支援ご協力を賜
り深く感謝申し上げます。とりわけ本プロジェクトに多大な助成をいただ
いた米日財団には厚く御礼申し上げます。
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主人公 おいたち 好きなこと／大切なもの

7人の高校生とのであい

神奈川県横浜市在住。のんびり屋で楽
観的。前向きで向上心が強く、好奇心が
おうせいです。写真を撮るのが大好きで
す。とくに人の写真を撮るのがおもしろ
いです。将来は、自分で写真を撮り、文
章を書くジャーナリストになりたいと思っ
ています。

両親がとても自由に育ててくれたおかげ
か、小さいころから自分のやりたいことをは
っきりと主張する子だったようです。

写真はわたしの心を映す鏡だと思います。自分
自身を写しても、ほかの人やものを写しても、
自分の心の動きが写真に表れるからです。

小学校高学年のころから中学2年までは悪いこ
とばかりしていました。中学2年のときに地元の
太鼓グループに入りました。軽い気持ちで入
ったのですが、真剣に取り組むメンバーたちに
刺激され、ぼくも音楽の楽しさに目覚めました。

ぼくの生活の中心は音楽です。ギターや三線
さんしん

で曲をつ
くって歌ったり、授業や部活で沖縄の音楽を習ったり、
伊是名尚円太鼓のメンバーとして活動したりしています。
自分の感性を大事にしながら、ぼくの思いを音楽のな
かで自由に表現していきたいです。

高校では演劇部に所属しています。映画で
もテレビでも表現できないことを演劇で表
現したいと思っています。演劇で何かを訴
える必要はない、その時々のひらめきを伝
えたいと考えています。

月に2回、酪農を営んでいる同級生の家で
週末を過ごし、牛の世話の手伝いなどをし
ます。この牛はとても人なつっこいようで
す。

中学3年生のとき、エラリィ・クイーンの『Yの悲劇』を読
みました。この小説で、本格ミステリーというものに完
璧にはまってしまいました。

わたし（左）は小さい
ときから昆虫や動物
が大好きでした。中
学生のころには学校
の図書館にあった動
物関連の本をすべて
読みました。

水
島
み
ず
し
ま

優ゆ
う

神
奈
川
県
立
鶴
見
高
校

2
年（
16
歳
）

東京都在住。中学生のころから小説を
書いてきました。将来は本格ミステリー
にとりくみたいと思っています。ぼくの座
右の銘は「昨日と違うことを言う」。最優
先させることが時と場合によって変わる
のがすてきだと思います。

大
石
お
お
い
し

勘か
ん

太た

東
京
都
立
新
宿
山
吹
高
校

3
年（
17
歳
）

千葉県市川市で生まれ育ちました。今
は、寮生活をしながら北海道標茶町に
ある高校に通っています。わたしは、「生
活の中で楽しめることは、楽しんじゃえ！」
と考えるほうです。がんこなところもあ
ります。将来は、獣医になって野生動物
を保護する仕事をしたいと思っています。

坂さ
か

井い

未
知
み

ち

北
海
道
標し
べ

茶ち
ゃ

高
校

1
年（
16
歳
）

沖縄県の北部にある伊是名島で育ちま
した。今は沖縄本島にある高校で沖縄
の芸能や歴史を学んでいます。明るい性
格。活動的で、やりたいと思ったことは
すぐ実行に移さないと気がすみません。
音楽が大好きで、将来はシンガー・ソン
グ・ライターになりたいと思っています。

玉た
ま

城き

俊
一
し
ゅ
ん
い
ち

沖
縄
県
立
南
風
は

え

原ば
る

高
校

3
年（
17
歳
）

い ぜ な じま
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わたしの／ぼくの家族 わたしの／ぼくの友だち わたしの／ぼくのまち

両親と妹、わたしの4人家族です。わたし
は自分がであう最初の社会が家族だと思っ
ています。ぶつかりあいを乗りこえて他人
との関係をきずいていくための訓練をする
最初の社会が家族なんだと思います。

両親、姉3人、兄2人、そしてぼくの8人家
族です。家族は、ぼくに「安定」を与えてく
れます。

両親、姉、妹、祖父母、そしてわたしの7
人家族です。わたしにとって家族は、「ふる
さと」とか「巣」という感じがするものです。
家族は、わたしのいいところも悪いところ
も、すべてうけいれてくれます。

両親と弟5人、ぼくの8人家族です。家族
はぼくの大きな支えです。とくに、親元を
離れて学費や生活費を仕送りしてもらうよ
うになってから、親のありがたさやたいへ
んさがわかるようになりました。自分1人
で生きているのではないということを実感
しています。

友だちはとても大切です。わたしは家族と
離れて暮らしているので、楽しいことや悲し
いことを何でも話せる友だちがいるのはと
ても心強く感じます。

うわべではなく本音でつきあえる友だちは
絶対に必要な存在です。尚円太鼓のメン
バーは、ぼくの成長をあたたかく見守り、
ぼくがいい方向に進んでいくように手助けし
てくれる、第二の親のような存在です。

自然が豊かで親切な人
の多い北海道標茶町
（上）の環境は、わたし
にとてもあっていると思
います。生まれ育った
千葉県市川市（下）は、
東京のベッドタウンとし
て発展する一方、『万
葉集』にうたわれる古
いお寺などが残ってい
ます。新旧が入りまじ
った魅力あるまちです。

家族はゆるしあう存在
であるのに対して、友
だちは認めあう存在。
家族より気楽につきあ
える場合もあるし、家
族のようにはいかない
場合もあります。

さまざまなことばと文化を内包
する東京は、それ自体が貴重
な情報です。ぼくの物語はこ
こでしか生まれない。生涯離
れられないであろうぼくのま
ち、それが東京です。

わたしには何人かいい友だちがいます。でも、一時期、友
人関係でとても悩んだことがありました。そのつらい経験を
へて、よい友人関係をきずくために大切なことは、自分に自
信をもつこと、そして相手を信じることだと思うようになりま
した。

横浜は日本で2番めに人口が多い都市で
す。欲しいものは何でもすぐに手に入る
し、映画館や図書館、美術館など文化施
設もたくさんあって、とても刺激的です。

ぼくのふるさと伊是名島
（上）は人口2,000人の
小さな島です。伊是名
島の豊かな自然のなか
に身をおいていると、心
が安らぎます。今は、
高校に通うために那覇
市（下）のおばさんの家
に下宿しています。



日本語を勉強しているみなさん、

沖縄はとてもいいところです。もし

機会があったら、日本語を勉強し

て遊びに来てください。ぼくの思

いを沖縄のことばで歌にしました。

『我
わ

んぬ思
うむ

い』、日本語で言うと

「わたしの思い」という意味です。

どうぞ聴いてください。

この写真を見て、日本の文化だと

か、あと、日常の高校生の生活を知

ってもらえたらなあと思います。この写

真を見て、北海道のことをもっと知り

たいとか、日本のことをもっと知りたい

と思ったら、わたしも個人的にお友だ

ちをたくさんつくりたいので、もしよか

ったらお手紙ください。

坂井未知

もしこう、好きな人がいたりしたときに、ぼくは何度

もその好きな人にであっているなあという感じがするん

ですね。たとえば彼女がちょっとしたことで笑ったり、

なんでもないことで怒ったり、ふつうにおしゃべりしてた

り、ていうときに、なんかこう、また別の顔を見たって

いう感じなんですよね。そういう感じがいつも、「であ

い」だなっていう感じというか……。まあ、であいなん

て言いすぎな感じがするんですけれども……。

大石勘太
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兵庫県姫路市在住。二面性があって、時
と場合に応じて、積極的にも消極的にも
なります。人工的なものよりは自然のほう
が好きです。将来は獣医になって野生動
物の保護に関わりたいです。

吉よ
し

田だ

功こ
う

二じ

郎ろ
う

市
川
高
校（
兵
庫
県
）

3
年（
18
歳
）

京都市在住。冷静で、前向きな性格で
す。けっこういちずなところもあります。
生まれつき難聴ですが、それを苦だと思
ったことはありません。小学3年生のとき
からずっとアメリカンフットボール（以下、
アメフット）をやっています。将来は、社
会人リーグの強いチームでプレイしたい
です。

山
本
や
ま
も
と

隆
幸
た
か
ゆ
き

大
阪
産
業
大
学
附
属
高
校

3
年（
18
歳
）

大阪で生まれ育った在日韓国人3世で
す。好奇心がおうせいで、興味のあるこ
とには寝る時間を惜しんで取りくみます。
机に向かって勉強しているよりも、運動
しているほうが好きです。将来はスポー
ツカウンセラーになりたいです。

柳ユ
ゥ

有
真
ユ
ゥ
ジ
ン

千
里
国
際
学
園
高
等
部

（
大
阪
府
）

3
年（
18
歳
）

主人公 おいたち 好きなこと／大切なもの

メッセージ

ぼくは長崎で生まれ育ち、小学3年生のとき父の転勤で
姫路に引っ越しました。長崎とは環境の異なる姫路で
の生活になかなかなじむことができず、つらい思いもし
ました。自分で選んだ今の高校に入ってから、ここでの
生活になじんできたように思います。

高校のアメフット部でのぼくのポジシ
ョンは、コーナーバック（ディフェン
ス）です。ぼくがインターセプトをす
ると試合の流れが大きく変わる。そ
こがコーナーバックのおもしろいとこ
ろです。

ぼくは犬や猫、鳥、亀などペットをたくさん飼っています。ペ
ットが身近にいるのはぼくにとってとても自然なことです。将
来は獣医になって、人間のせいで傷ついた野生動物を助け
たいと思っています。

小学校でアメフットとであったことが、ぼくの人生を
変えたような気がします。アメフットが自分のアスリ
ートとしての才能をひきだしてくれました。また、チ
ームメイトと接するなかで、友だちとのかかわりか
たやことばのつかいかたなど、多くのことを学びま
した。

家では韓国の考えか
たで育てられたので、
わたしにとって、家の
なかは「韓国」、幼稚
園や小学校など家の
外は「日本」でした。
だから、わたしのな
かには、ふたつの異
なる文化が自然に共
存しているのだと思
います。

わたしにとって、スポーツをすることは息を
するのと同じくらい自然なことです。スポー
ツは、喜びや悲しみ、緊張感、自分の力不
足、チームワークや友だちの大切さ、人を
思いやる気持ちなど、多くのことを教えてく
れます。大好きな運動と子どもの世話、こ
のふたつが一度にできる「水泳教室の先生」
は最高のアルバイトです。

みなさんは何を信じてますか。わたしは愛

を信じてます。恋人だったり、家族だったり、

友だちだったり、いろんな人にわたしは愛を

感じます。いろんな形だけど、文化が違って

もだれでも共通にもっていることだと、わたし

は思っています。「みなさんは何を信じてます

か？」。わたしは、それを世界中のいろんな

人に聞いてみたいと思っています。

水島優



わたしはちっちゃいときからずっとスポーツ

を続けてきたので、勉強しているよりも何か

動いているほうが好きです。いろいろなことを

習うのは、ちょっと大変だと思うんですけど、

わたしも受験勉強でいろいろ苦しいこととか

つらいこと、いっぱいあるんですけど、そのが

んばっている姿を見てほしいです。

柳有真

ぼくの生まれたところは京都で

す。京都はめちゃいいところなの

で、いつか訪れてください。ぼく

は難聴というハンディキャップをも

っていますが、がんばってアメリ

カンフットボールを続けようと思い

ますので、みなさん応援してくだ

さい。

山本隆幸

日本は四季があって

とてもきれいなところで

すので、一度来てくださ

い。ぼくのおすすめは秋

です。

吉田功二郎

歌詞の意味（原詞は、沖縄のことばで書かれています）

押し寄せる波の音を聞いて　波が引くように心が落ちつく

恋をして涙を流したり 忘れられない思いに胸をこがしたり

こんな思いは　だれでもみんな同じこと

同じ人間だから壁をつくらずに　兄弟のように生きたいね

青い空と海は いつもぼくたちの心をひとつにしてくれる

天の星々がいつか こんなぼくの思いをかなえてくれると信じてる

玉城俊一
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わたしの／ぼくの家族 わたしの／ぼくの友だち わたしの／ぼくのまち

両親、兄、妹、ぼくの5人家族です。ぼく
にとって、家族はいつも近くにいるのがあた
りまえの存在です。もしいなくなったら、「ぼ
くはどこに帰ればいいの？」と途方にくれる
のではないかと思います。

ぼくにとって、友だちは気がねなしにつき
あえる存在です。落ちこんでいるときに、
悩みを聞いてもらうのではなく、いっしょに
騒いだりしているうちに悩みを忘れること
ができる、そういう存在です。

友だちは、ぼくのことをよく理解してくれて、
困ったときにいつでも助けてくれます。何で
も言いあえて、いつでもそばにいてくれる友
だちが多いです。

わたしは、友だちといつもベタベタしている
必要はないと思います。そのかわり、いっ
しょにいるときは思いっきり楽しんで、嫌な
ことを口にしたり顔にだしたりしないように
しています。友だちには、家族とはまた違
うあたたかさと優しさがあって心が落ちつ
きます。

ぼくの住んでいる場所（左）から世界遺産に登録されて
いる姫路城の眺めを楽しむことができます。姫路城を
中心にいつも活気にあふれているまち、それが姫路だ
と思います。

ぼくの家の近くは山ばかりで、いなかという感じですが、
静かだし、古い建物もたくさん残っていて、とてもいいと
ころです。京都は、ぼくがいちばん落ちつくまちです。両親、姉、そしてぼくの4人家族です。両親は

地元の商店街で魚屋を営んでいます。ぼくに
とって、家族はいっしょにいていちばん落ちつ
く存在です。困ったことがあると、いつでも話
を聞いてくれます。

両親、姉2人、そしてわたしの5人家族で
す。家族はあたたかな存在です。みんなス
ポーツ好きです。

わたしの住む東大阪市
（上）は、大阪の繁華街
に近い昔からの住宅地
です。東大阪より、中
学から通っている学校
のある箕面市千里（下）
の周辺のほうが、わた
しにとってはなじみがあ
ります。
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1日の生活

水
島
優

大
石
勘
太

坂
井
未
知

玉
城
俊
一

吉
田
功
二
郎

山
本
隆
幸

柳
有
真

起きたらまず朝ご飯
を食べます。何も食
べずに学校に来る友
だちもいますが、わ
たしは朝食をしっか
りとらないと、おなか
がすいて昼までもち
ません。

ぼくは姉のマンショ
ンに住んでいますが、
ぼくが起きるころに
はみんな出かけてい
ます。今日は10時に
起き、チャーハンを
つくって食べました。

わたしは北海道標茶
高校の寮で生活して
います。毎朝6時15
分ごろ起き、自分の
部屋とおふろ、トイ
レなどのそうじをす
ませたあと、朝食を
とります。

6月23日は、沖縄戦で亡くな
った人々の霊を慰める慰霊
の日です。毎年、慰霊の日
が近づくと平和を考えるさま
ざまな活動が行われます。
今日はホームルームで南風
原高校生の「平和宣言」を読
みました。

毎朝8時過ぎに学校
の最寄り駅に到着し
ます。通学に1時間
ぐらいかかりますが、
友だちとおしゃべり
する時間だとわりき
って楽しんでいます。

3学期に入ると3年生は
ほとんど授業がありませ
ん。ぼくは推薦で大学が
決まって時間があるの
で、自動車学校に通って
います。今は、目前に迫
った学科試験の勉強をし
ています。

今日は午後から部
活があるので、学
校に行きました。
練習まで時間が
あったので、友だ
ちと学食で昼ご飯
を食べました。

今日は家で朝ご飯を食べる時
間がなかったので、学校のカ
フェでパンを買って、友だちと
おしゃべりをしながら食べまし
た。朝はたいていカフェによ
って、ホームルームが始まる
まで5分ほど友だちとおしゃべ
りを楽しみます。

吹
は
わ
に
な
味
選

朝は、6時くらいに起
きます。その日の気
分によって、化粧を
することもあればし
ないこともあります。
学校に間にあうため
には、遅くとも6時45
分には家を出なくて
はなりません。

ぼくの高校は仏教系
の学校なので、週1
回座禅の授業があり
ます。あわただしい
毎日を過ごすなか
で、気持ちがひきし
まる時間です。

ぼくは郷土文化コースで勉強して
います。英語や数学などの一般
的な科目のほかに、沖縄の歴史
やことば、文学、音楽などを勉強
します。このコースを選んだの
は、沖縄の文化を勉強すれば将
来音楽活動をするうえで役にた
つだろうと思ったからです。

今日は「交通指導」
の当番だったので、
学校の近くの横断歩
道に横断幕を持って
立ち、交通安全を
呼びかけました。

単位制の学校なので、生
徒が自分で興味のある科
目を組み合わせて時間割
をつくります。だから、授
業のないあき時間も出て
きます。今日は、あき時間
に彼女と近くの公園に散
歩に行きました。

ぼくの学校には
定時制課程が
あります。ぼく
は定時制第4部
（授業が午後5
時から9時まで
の部）の情報科
に通っています。

鶴見高校は生徒の自主性を
重んじてくれる学校です。そ
ういう校風が好きです。わた
しがいちばん好きな科目は世
界史です。各時代に生きた
人々が何を考え、どういう生
活をしていたかということに
興味があります。

昼休みはおべんとうを食
べながら、友だちとおしゃ
べりを楽しみます。前の
日に見たテレビ番組のこ
ととか、だれかの恋愛の
うわさ話とか、授業で怒
られたことなど、とりとめ
なく話します。
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吹奏楽の授業です。わたし
はフルートを担当しています。
わたしの学校は各学期ごと
に単位を認定する単位制に
なっていて、生徒が自分の興
味や意欲にあわせて科目を
選択することができます。

スクールカウンセラーの先生に
進路の相談をしているところで
す。先生はわたしがもっとも尊
敬する人です。きれいで、優し
くて、いつも冷静で的確なアド
バイスをくれます。先生にあこ
がれて、カウンセラーになりた
いと思うようになりました。

放課後は予備校に行って勉強し、
9時30分すぎに家に帰りつきます。
ご飯を食べたら、1時間ほどボー
ッとしてから、受験関係の資料を
見たり、宿題をしたりして、2時ご
ろおふろに入ります。それから日
記をつけて、たいてい3時ごろ眠
りにつきます。

アメフット部の練習は、
試合の翌日と試験期間
をのぞいてほぼ毎日あり
ます。チームメイトどう
しの仲がいいため、厳
しい練習も楽しく感じま
す。ぼくはいつも、「うま
くなってやる」と思いな
がら練習しています。

部活のあと、友だちと
アメフットショップへ行
きました。時間がある
ときは、心斎橋のアメ
リカ村に服を見に行く
こともあります。ぼくは
安くていいものを見つ
けるのが得意です。

帰りの電車では疲れて
眠っているか、友だちと
メールのやりとりをして
います。メールは、1日
に50件以上やりとりをし
ています。とくに用事が
あるわけでなく、ふつう
のおしゃべりみたいな感
じです。

ぼくは弓道部の部長をつとめ
ています。放課後2時間くら
い練習します。28メートル離
れた的に矢を当てるには、
心の鍛錬が不可欠です。弓
を引くときに精神を集中させ
なければいけません。そこ
に魅力を感じます。

学校帰りに友だちと、マンガ、文
庫本、CDの中古専門店に寄り道
しました。マンガやCDが新品の
半額以下の格安な値段で手に入る
ので、限られたこづかいしかもっ
ていないぼくにはうってつけの店
です。ちなみに、こづかいは1ヵ月
4,000円です。

寝るまえにアロマテ
ラピーでリラックス
します。観葉植物
やドライフラワーの
ある部屋で、いい香
りをかぎながらゆっ
たりしていると落ち
つきます。

週に2回、放課後に郷土芸
能部の練習があります。ぼく
は、踊りの伴奏の三線を弾
くほか、太鼓を打ったり、踊
りを踊ったりします。これま
で、沖縄県内を中心にたくさ
んのイベントに出演してきま
した。

夜は、喫茶店かマックで勉強
します。自分で勉強するのは英
語と音楽だけです。将来世界
中の人たちにぼくの歌を聴いて
もらいたいし、いろんな人たち
と話をしてみたいと思います。
そのためにコミュニケーション
に不自由しない英語力を身に
つけたいのです。

いくら考えても悩
みごとの解決方法
がみつからないと
きや、寝るのがも
ったいないと感じ
る夜は、街に出て
ストリートライブを
します。

標茶高校は総合学科制を導
入しています。「産業社会と
人間」は総合学科の必修科
目です。外部から講師を招
いて話を聞いたり、さまざま
な仕事の現場を見学したり
しながら、自分の将来などに
ついて考えていきます。

わたしはバスケットボ
ール部に入っていま
す。毎日、放課後2時
間ほど練習をします。
バスケットボールの作
戦を考えるのはとて
もおもしろいです。

寮では、毎晩9時
から10時まで学
習の時間になって
います。寮の食堂
でみんないっしょ
に勉強します。

英語の「Writing」
の授業。生徒は
4人です。英語は
あまり得意な科
目ではありませ
ん。好きな科目
は国語です。

演劇部のためのシナリオは
夜中に書きます。ワープロ
を使って、とにかくたくさん
文章を書きます。今の彼
女に片思いをしていたころ
は、彼女のことを考えなが
ら短編を書いたりしたこと
もありました。

夜中の2時ごろ、本を持
ってふろに入ります。リラ
ックスできるのでふろに
入るのは大好きです。だ
いたい明け方の4時くらい
に眠りにつきます。睡眠
時間は平均して6時間ほ
どです。

放課後、そうじ当
番になっている人
は残ってそうじを
します。そうじは
めんどうなので、
15分くらいでさっ
さと終わらせます。

家に帰る途中、とき
どきコンビニに寄っ
て雑誌を立ち読みし
ます。おもにファッ
ション誌を読んで、
洋服やヘアスタイ
ル、雑貨などの記事
をチェックします。

寝るときは、幸せな
気分になるようなこ
とを考えます。「今
日も1日がんばった
なあ」とか、「明日も
いい日になりますよ
うに」と心のなかで
つぶやきます。
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写真教材「であい」は、7人の高校生の素顔と日常

生活を写真とテキストで表現したものである。もともと

海外の外国語としての日本語教材として開発されたも

のだが、日本国内の学校でもこの教材を使って多様

な実践ができる。それはこの教材が次のような特徴を

持っているからである。

第1は「人間理解」と「文化理解」の視点のユニーク

さである。私たちは往々にして社会的・文化的背景

から個人を理解しがちだが、この教材はまず個人に

焦点化し個人を通して社会的・文化的背景を理解す

るという手法をとっている。抽象化された人間では

なく、生身の「個」が描かれており、その「個」に特有

の社会的･文化的背景を知ることができるようになっ

ている。

第2は教材開発の過程に特徴がある。従来、教材

開発は、より多くを知っている専門家が未熟な人に

対して教えるための道具の開発という意味合いが強

く、権威関係が前提になっていた。この教材は開発

者である国際文化フォーラムのスタッフが7人の高校

生と直接会い、相互のかかわりの中で信頼関係をつ

くり共に教材をつくりあげてきた。スタッフが高校生

の傍らにすわり、彼らが感じている悲しみ、悩み、戸

惑いなどをそのまま受け止め、共に考えたり、彼らに

彼ら自身のよさを気づかせ、それを引き出したりして

いる。そうした姿勢が7人の写真やキャプションの随

所に表れている。

第3の特徴は教材の柔軟性にある。この教材は固

定した知識の習得や特定の授業のためにつくられた

ものではなく、実践者の自由な発想にもとづく授業づ

くりや多様な学習活動に活用できるようにつくられて

いる。いわば、実践者の多様な授業づくりにいかよ

うにも対応できるようになっている。だが、柔軟性に

富む教材は実践者にとり負荷が高いものになる。こ

の教材を国内の学校で活用するには、教材の趣旨

を示していくことと同時に、多様な実践事例を集積し

提供していくことが必要である。

ではこの「であい」教材を活用してどのような実践

が可能だろうか。いくつか例示してみよう。第1は「自

尊感情」や「自己肯定観」を育成するための取り組み

が考えられる。まず生徒自身が7人の高校生の写真

やテキストに触れ、自分が共感できる人物を選び出

す。そして、どこに共感したかを、自分と比較しつつ

記録する。次にその記録をもとにクラスの中で同じ人

物に共感した人とどこに共感したか、なぜ共感した

かについて対話するといった取り組みである。自分

のよさに気づき、自分をよりよく知ることができるよう

な学習活動を行ったらどうだろうか。

第2は多様性を理解するための取り組みである。こ

の教材はCD-ROMの写真データベースが利用でき

るようになっている。これを現代社会、倫理社会、公

民、家庭科などの教科、あるいは総合的な学習に活

用したらどうだろうか。写真データベースから、「家

族」「進路」「クラブ活動」、あるいは「悩み」「夢」などの

学習テーマ、さらには「ジェンダー」「地域」など、属性

ごとに写真を取り出し、7人の差異や共通性につい

てグループ討議、バズ・セッションなどの活動を行う。

その上で、クラス共通のテーマを設定し、差異や共

通性について明らかにしていく。多様性というとどう

しても外国や他民族についての学習が中心になる

が、身近なところからスタートすることでよりリアルに

差異や共通性を受け止めることができるし、身近な

差異を認め許容することができるようにもなる。

「であい」を成長型教材に
東京学芸大学教授佐藤郡衛
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第3は国際理解教育の一環としての活用例である。

近年、姉妹校提携を行う学校が増えているが、交流

の導入段階で日本の高校生や学校生活を紹介する

材料としてこの教材を活用することで交流に弾みがつ

く。交流が軌道にのれば交流校同士で、この教材の

ように各学校で主人公を選び、同じような手法で日常

生活を紹介しあうといった取り組みに発展させていく

こともできる。それをホームページ上に公開（むろん公

開できる範囲で）していけば多様なリソースが蓄積し

ていく。

第4は直接的な活用例ではないが、国際文化フォ

ーラムがこの5年間にわたり実施してきた「高校生の生

活フォトメッセージコンテスト」（高校生自身に自分たち

の素顔や日常の生活を写真で紹介する取り組み。右

コラム参照）と関連付けることも面白い。限られた枚

数の写真で友人を紹介するため、友人を深く知る必

要があるし、今まで知らなかった面も見えるようにな

る。カメラのファインダー越しに友だちを見つめ続ける

ことで、友だちを理解するだけでなく、自分を見つめ

ることにもなる。写真に限らず、絵や文章でも同じよ

うな取り組みが可能である。こうした取り組みは人と

かかわる力を育てていくことになる。

以上は例示にすぎない。この教材は開かれたもの

であり、実践者が多様な取り組みをウェブ上で共有

していくことで成長していくものである。この「であい」

はいわば成長型教材であり、開発者と実践者が共に

実践を共有し育てていくことでより一層価値あるもの

になっていくであろう。

「高校生の生活フォトメッセージ
コンテスト」

TJFは1997年から毎年、「高校生の生活フォトメッセージコンテスト」を実施

しています。このコンテストの趣旨は、日本の高校生が何を考え、どんな毎

日を送っているのかを、高校生自身が写した5枚の組写真と文章（メッセージ）

で、国内外の同世代の若者に伝えることです。身近な友だちの暮らしや個

性をカメラのレンズを通して見つめなおしてもらい、その過程で気づいたこ

と、感じたこと、作品を通して伝えたいことを、自分のことばでメッセージと

して表現してもらいます。応募作品の写真には、友だちだからこそ写せる自

然な姿があふれ、またメッセージからは、考えたり悩んだりしながらも夢を

実現しようと努め、友だちや家族を思い、社会にかかわろうとする高校生の

姿が伝わってきます。TJFでは、これらの写真やメッセージを、写真集やホー

ムページを通じてコンテストの参加者をはじめ、海外で日本語を学ぶ中高

校生や国内外の教育関係者などに届けています。

本誌p. 16に掲載しているシリーズ「素顔の高校生」では、同コンテストに参
加し入賞した撮影者を毎号一人ずつ取り上げています。撮影者の作品づく
りに対する思いや被写体との関わりなど、さまざまな高校生の素顔をイン
タビューをもとに紹介しています。

昨年度（第4回）のコンテストの最優秀作品。



であいホームページでは、TJFや各地の教師による「であい」を使った具体的な日本語の授業のアイデアや実践例を掲載する予定です（2002

年2月中に開設予定。詳細は、p. 3をご参照ください）。ここでは、その一部をご紹介します。

「であい」を使ったアクティビティ

会話づくり
「右の写真の吹き出しに、登場人物になったつもり
で会話を書き入れましょう」

ツアー企画
「あなたは、ツアー会社を経営しています。あなた
の仕事は、冒険を求める人のためにツアーを企画
することです。『であい』の主人公たちがアメリカに
来ることになりました。彼らにいくつかコースを用意
しなくてはなりません。彼らの情報を検討して、彼
らが興味を持つような3日間のコースを企画してく
ださい。なぜそのコースがおすすめなのか、説明し
てください」

ペンパル広告
「『であい』の主人公が、アメリカで文通相手を探し
ています。雑誌に掲載するために、プロフィールや
ライフスタイルを書いた広告をつくってあげましょう」

国際文化フォーラム通信 no. 53 2002年1月

12

授業でどのように使えるの？

もっと知りたい？
（『未来』ステージ5、パート4を学習後に）

「であい」の主人公の写真からうかがえる地球規模
の課題について調べ、その課題について自分たち
に何ができるか考える。自分たちの町・国がかか
える同じような問題について考える。

この人に出会ったら
（『未来』ステージ5を学習後に）

「であい」の主人公が自分の町にあそびに来ると想
定し、どんなところに連れていったらいいか、何を
一緒にしたらいいか、それはどうしてかを考える。
また、友だちの中で、だれといい友だちになれる
か、それはどうしてかを考える。

これらの授業は、川上、正野両氏著の日本語教科書
『未来』と、「であい」をどのように併用できるかを示した授
業案の一部です。ホームページ上では、ゲーム感覚でク
イズをしたり、「であい」の主人公の音声を聞いて行う授
業案なども用意する予定です。

川上郁雄（宮城教育大学教授）・正野葉子（オーストラリア・ニューサウスウェールズ州教育省教材開発担当官）

!

q 姫路城の中をたんけんしましょう。
➪ 姫路城探索のホームページへ　
http://www.himeji-castle.gr.jp/JAPANESE/ hisiin.html

w 姫路城のれきし
➪ 姫路城の歴史のホームページへ　http://www.himeji-castle.gr.jp/JAPANESE/rekisi.html

日本には、ほかにどんな世界いさんがありますか。日本はその世界いさんをまもるために、どんなことをして
いますか。
➪ 世界遺産のホームページへ　http://www.unesco.jp/contents/isan/index2.html

日本の世界いさんをまもるために、どんなことができるでしょうか。あなたのかんがえをクラスで話し合いましょう。

e 次のポイントをクラス／グループで話し合いましょう。

あなたの国には、どんな世界いさんがありますか。

あなたの国の世界いさんでは、どんなもんだいがおこっていますか。

その世界いさんをまもるために、あなたの国はどんなことをしていますか。みなさんは、どんなことができると思
いますか。

r クラス／グループで話し合ったことや、あなたのかんがえを、よしだこうじろうくんにつたえるために、手紙を書
きましょう。

➪
➪

シーラ・バウムガードナー（米国オレゴン州ビーバートン学区教師教育担当）

こんな授業が
できます！

こんな授業が
できます！

「会話づくり」ワークシート

「もっと知りたい？」ワークシート

「であい」を使ったアクティビティ
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クラブ活動と将来の夢
7人の主人公の文章を読み、彼らの将来の夢を知
る。その夢と、クラブ活動との関係を考える。（使
用する文型：～しようとおもっています）

この授業はクラブ活動をテーマにした授業案の一部で
す。授業案全体では、クラブ活動に関する写真を観察し
たり、関連する日本語を学習したりして、日本のクラブ活動
に対する理解を深めます。

北川逸子（元オーストラリア・クイーンズランド州教育省日本語教育アドバイザー）

わたしのれきし
自分の人生の中で大切な節目にあたる出来事を振
り返る。「であい」の主人公のおいたちの写真を観
察し、彼らにとって大切だった出来事、通過儀礼、
行事などを知る。ある文化の中で大人になること
について考える。（使用する文型：～のとき、～てい
ます、～ました）

この授業は10時間から成る授業案の一部です。授業
案全体では、日本の年中行事、通過儀礼、学校行事につ
いて調べ、自分たちの年中行事などと比較します。さらに、
日本人学校や日本人コミュニティを訪問し、年中行事など
について調べたり、参加したりします。

村野良子（学習院大学教授）

友だち・まわりの人びと
俊一とまわりの人びととの人間関
係を観察し、玉城俊一がいろいろ
な人から影響を受けていることを
考察する。俊一の人間関係図を
参考にして、自分とまわりの人びと
との関係や、自分が受けている影
響などをふりかえる。

TJF

!

!

0歳
1
2

3
4
5
6

7
8
9
10
11
12

13

14

15
16
17

私
うまれました。
あるきました。

がっこうにはいりました。

はじめてうみをみました。

ピアノのコンクールでしょうをもらいま
した。

車をうんてんしました。
日本にいきました。

やまもと たかゆき
おとうさんとおふろにはいっています。

おもちをついています。
いもほりをしています。

ちゅうがく1ねんのとき、つりをしてい
ます。

ちゅうがくのとき、バスケットボールぶ
にはいりました。

ちゅうがく3ねんのとき、アメフットの
MVPになりました。

ゆう ゆうじん

いっさいのとき、おいわいをしました。
トイレをつかっています。

しょうがっこうにはいりました。
うれしそうです。

ちゅうがくのとき、うんどうかいで
一ばんになりました。

水島優

大石勘太

坂井未知

玉城俊一

吉田功二郎

将来の夢

ジャーナリストになろうと
思っています。

ミステリー作家になろうと
思っています。

獣医になろうと思っていま
す。

シンガー・ソング・ライター
になろうと思っています。

理由

写真が大好きだからです。

文章を書いたりするのが
好きだからです。

動物や虫が大好きだから
です。

音楽が大好きだからです。

クラブ活動との関係

今やっているクラブ活動と
深い関係があります。

クラブ活動と関係があるか
どうか、わかりません。

クラブ活動と関係がありま
せん。

クラブ活動と関係があるか
どうか、わかりません。

しゅんいちとまわりの人びと

ギターをおしえて
くれた

たいこグループの中で
おかあさんのような人

たいこグループの
リーダー

いっしょにさんしんを
ひく。おなじクラス、
おなじクラブ

おさななじみ
たいこをたたいて
かっこいい

いぜなじまから。
おさななじみ。
おきなわのしばいが
じょうず

おもしろくて
あかるい人

よしあきさん

としかずさん

はやと

おなじクラブの
こうはい。
おきなわの
おどりがじょうず

こんな授業が
できます！

こんな授業が
できます！

こんな授業が
できます！

しゅんいちとまわりの人びとのかんけい
次の1～3は、しゅんいちとまわりの人びとの関係についての文です。しゅんいちの写真
のキャプション、マイ・ストーリー（英語）を読んで、その内容と合うように（ ）の中に、日
本語のことばをいれましょう。日本語は、下の□からえらんでください。また｛ ｝の中か
ら適切なことばをえらんで、○をつけましょう。

1．はやとは　高校で　ぼくと おなじクラスで　おなじクラブの ともだちです。さん
しんを ひくのが じょうずです。ぼくと はやとは、いい（ ）です。ぼくが　な
やんでいるとき、はやとは いいアドバイスを｛あげます／もらいます／くれます｝。
そして　はやとは、ぼくが　わるいことを したとき、おこって｛あげます／もらいま
す／くれます｝。ぼくは　学校をやめたいと おもったことが　ありますが、はやと
が いたから がんばることが　できました。

2．こーた*は おなじクラブの こうはい　です。おきなわの おどりが じょうずです。
ぼくは ときどき ぶたい（stage）について こーたに アドバイスをして｛あげます／
もらいます／くれます｝。ぼくにとって こーたは　かわいい（ ）のようです。
*主人公が使っている表記を使用しました。

3．ぼくは、中学2年生のとき、いぜなで　たいこの（ ）に　はいりました。たいこの
なかまは　ぼくにとって「第2の（ ）」であり かけがえのない（irreplaceable）とも
だちです。としかずさんは、たいこグループの（ ）で、ときどき（ ）ことを い
います。テールは　ぼくに　ギターを おしえて｛あげました／くれました／もらい
ました｝。テールと たいこを たたくのは とても（ ）です。

おや　おにいさん　おとうと リーダー　グループ　ライバル　やさしい　きびしい
たのしい　つまらない

「友だち・まわりの人びと」ワークシート1
課題：○のなかにしゃしんをきりとって、

はりましょう。
「友だち・まわりの人びと」

ワークシート2

「クラブ活動と将来の夢」ワークシート

「わたしのれきし」ワークシート
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昨年11月、大阪森ノ宮で高等学校韓国朝鮮語教育ネットワー

クの第1回全国研修会が開催されました。地元関西を中心に、

東北・関東・甲信越地方から約20名、九州・中国地方から約10

名を含む計65名が参加しました。研修会のようすと、その後の

ネットワークの活動について報告します。

ネットワークが主催した初の全国研修会

1998年の第1回高等学校韓国語教師研修会で出会った高校

教員が中心になって、99年に高等学校韓国朝鮮語教育ネットワ

ークを立ち上げました。その後2年余りでネットワークの会員は約

100名に。うち約8割がメーリングリストに登録され、メールで近況

を伝えながら、日常的に意見交換をはかっています。

全国研修会の前身は、韓国文化院とTJFの共催で98年から3

年間、毎年8月に開催された高等学校韓国語教師研修会です。

この研修会が昨年からネットワーク主催、TJFの後援で実施される

ことになり、昨年11月に第1回を開催しました。今後、東日本・西

日本・南日本の3ブロックで順 に々開催します。

開催時期を11月にしたのは、天理大学と神田外語大学で開講

している韓国朝鮮語の高校教員免許取得のための夏期集中講座

と重ならないようにするためです。

西日本ブロックが主催した初のネットワーク全国研修会の会場

には、70年代初めから兵庫や大阪の高等学校で教育実践を積み

上げてきた「在日」教員の熱気が溢れていました。1日目の深夜に

かけて約30名の教員が熱っぽく議論を交わすなかで浮き彫りにな

ったのは、「在日」「韓国人」「日本人」それぞれが持つ「隣語」に対す

る思いでした。

ネットワーク活動の多角化

全国の会員が出会うたびに「うねり」のような熱気が高まるのは、

ネットワーク各ブロックの日常活動があるからです。韓国と日本の高

校生どうしの交流や教師研修プログラム、高校用の交流語彙集や

教科書づくりなど、ネットワークの活動は多角化しています。

昨年から天理大学と神田外語大学で開講されている夏期集中

講座、日韓文化交流基金の日韓青少年交流ワークショップなど、

大学や関連団体と連携した事業を展開するようになりました。また、

TJFの事業TJFの事業

3年目に入って多角化するネットワークの活動
──高等学校韓国朝鮮語教育ネットワークの現在

第1日目午後のセッションで「教科書」の草案の報告を聞く参加者。

全国研修会のプログラム

11月23日（金） 大阪市立労働会館

13:00～ 開会、主催者あいさつ

13:30～ 各ブロックの活動報告：西澤俊幸（長野県）、李菊枝

（イ・グッチ、広島県）、任喜久子（イム・ヒグジャ、大阪府）、

李貞栄（イ・ジョンヨン、大阪府）

15:45～ 天理大学と神田外語大学の特別講座について：秋

賢淑（チュ・ヒョンスク、東京都）、方政雄（パン・ジョンウン、

兵庫県）

16:20～ 「学習のめやす」に依拠した教科書の草案：【報告】

長谷川由紀子（奈良県）【司会】任喜久子、康龍子

（カン・ヨンジャ、大阪府）

19:30～ 夕食・交流会

11月24日（土） 大阪府立青少年会館

9:00～ 授業実践報告と意見交換：山下敏裕（鹿児島県）、

武井一（東京都）、梁千賀子（ヤン・チョナジャ 兵庫県）

11:30～ ネットワークの今後：【司会】方政雄

12:30 閉会

13:00～ フィールドワーク：猪
い

飼
かい

野
の

コリアタウン
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韓国の国際教育振興院や韓国国際交流財団などが、昨年の後

半から日本の高校における韓国朝鮮語教育に注目して、昨年から

始まった高校生のソウル研修や今年度から実施する予定の韓国

での教員研修など、複数のプログラムに関心を寄せています。

西日本ブロックの「教科書」づくり

昨年11月の全国研修会で「『学習のめやす』に依拠した教科書

の草案」が発表されました。同草案は今年から試験本として使用

されることになっており、ネットワークの西日本ブロックでは2003年

度からの本格的な使用に向けて白帝社（出版社）ほかの協力を得な

がら編集作業を進めています。「在日」教員が多い西日本の歴史と

地域性を大事にしながら、全国的に使用できる教科書を制作した

いと考えています。

東日本ブロックの交流プログラム

韓国朝鮮語を学んでいる高校生と担当教員（計28名）が、韓国国

際教育振興院の招聘で昨年12月にソウルを訪問、韓国の歴史や

文化を学びながら、ことばの勉強をしました。4泊のうち1泊は漢

栄（ハニョン）外国語高校の生徒の家にホームステイ（韓国では「民泊［ミン

パク］」と呼ぶ）するなど、高校生も教師も多くを学びました。今年度か

ら全国規模の事業展開を考えています。

3月9日と10日、昨年初めて実施した日韓青少年交流ワークショ

ップ（韓国朝鮮語を学ぶ高校生と東京韓国高校の生徒による合同合宿）の2回目

が神奈川県野島で実施されます。高校生向けの韓国朝鮮語の脚

本づくりや昨年作成した「高校生のための交流語彙集（試験本）」の

改定作業も進んでいます。

2002年は南日本ブロックの年

昨年から南日本ブロックで試験的に運用しているネットワークの

ホームページを本格的に稼動させるため、授業記録や教材を会

員間で共有化する作業が進んでいます。

昨年12月のソウル研修（国際教育振興院の主催）には鹿児島の高校

生3名も参加しました。今年度からは時期や訪問地をブロック独自

に定めて実施していく予定です。2002年は南日本ブロックの年、

全国研修会を11月に鹿児島県で開催する予定です。フィールドワ

ークは沈寿官（シムスグァン）陶苑を計画しています。

TJFの2002年度事業

TJFではネットワークの協力を得て、2002年度に高校教育にお

ける韓国朝鮮語の意義について調査する予定です。前回の調査

は実施（または予定）校だけを対象にしましたが、今回はすべての高

等学校を対象にします。

また、大学教育関係者の協力を得て、大学の韓国朝鮮語教育

に関する調査を並行して実施する計画です。高等学校と大学の調

査をあわせて実施することで、韓国朝鮮語教育の新たな可能性を

きりひらきたいと考えています。 （小栗章）

❇ 第5回高校生の生活フォトメッセージコンテスト作品募集（～2002年

1月10日）

❇ 中国初等中等教育における日本語教育事情調査（～2002年3月）

❇ 中国日本語教科書編集協力（継続）

❇ 高校中国語教科書編集協力（継続）

❇ 「であい」プロジェクト（継続）

❇ Japan 2001写真展・コンテスト開催協力（～2002年3月、英国）

❇ 全国中国語教育協議会主催教員セミナー開催協力（10・11・12月）

❇ 『国際文化フォーラム通信』第52号発行（10月）

❇ 『小渓』No. 11発行（10月）

❇ 『ひだまり』第9号発行（10月）

❇ 平成13年度日本語教育学会秋季大会助成（11月）

❇ 中国語教員免許プロジェクトチーム会合（主催、11月）

❇ 第1回東海地区高校生中国語発表会（後援、11月）

❇ 第6回近畿地区高等学校中国語弁論大会（協賛、11月）

❇ 高等学校韓国朝鮮語教育ネットワーク第1回全国研修会（助成、11月）

❇ 「であい」関連セッション・ワークショップ開催（於：ACTFL［全米外国語

教育協議会］年次総会／於：WAFLT［ウィスコンシン州外国語教師会］年次総会／

於：オレゴン州ポートランド市、11月、米国）

❇ '01いっくら日本語スピーチコンテスト後援（11月）

❇ 第10回近畿地区高等学校中国語教育研究大会（助成、12月）

❇ The Japan Forum Newsletter No. 23発行（12月）

事業報告（2001年10・11・12月）



去年の4月、「であい」の主人公全員を東京に招

待した。3年がかりで取り組んだプロジェクトは、文

字どおり7人の出会いでクライマックスを迎えることと

なった。それぞれに「であい」に関わった連帯感ゆ

えか7人はたちまち親しくなり、Eメールアドレスを交

換しながら別れを惜しんでいた。別れ際、功二郎

が「これで終わると思うと寂しいなあ」とつぶやいた。

嬉しかった。優は「フォーラムの人がいつもきちん

と対応してくれたので安心してやれた。最初は迷

ったけど、この話を引き受けてよかった」と言って

くれた。ほっとした。7人との出会いを通じていろ

いろなことを学ばせてもらった。本当にみんなあり

がとう。おかげさまで「であい」が完成しました。

この教材の成否は、どれだけ私たちが主人公一

人ひとりのパーソナリティーを引きだせるかにかかっ

ていると思っていた。プライベートな生活場面を撮

らせてもらわなければならず、受験を控えていた主

人公も多かったので神経も使った。それぞれの家

族の方たち、学校関係者など多くの方々の了解と

協力を得ることも大切な仕事だった。

写真が物をいうだけに、主人公たちの自然で生

き生きとした姿をどのようにレンズに収めるかがポイ

ントだった。彼らが自然体で撮影に臨めるように、

カメラマンもなるべく主人公と関係のある人や年の

近い写真を専攻する大学生に頼んだ。やらせの

写真は一枚もない。生活場面も自然のまま、写真

に登場しているものもたまたまあったものだ。計1万

枚以上にのぼる写真のなかから、主人公の人間

性が表現されているもの、文化事象をうまく表象し

ているもの、言語表現学習に適しているものを最終

的に選んでいった。写真の肖像権の問題もあり、

ウェブでの掲載も含め随時法律の専門家に対策

を相談した。

この教材の最大の特徴は、7人を理解する素材

として写真やテキストを独立させた点にある。素材

は完成したけれど、これを教材として使っていくプロ

セスはこれから始まる。メディアとしてのウェブの特

徴を十分に活用し、教材化していく際に必要となる

ものを多様な教育現場に対応しながら随時提供し

ていくと同時に、ネットワークを通じてユーザーととも

に作りあげていくプロジェクトが続く。「であい」は多

様な文化やことばの学習のために開発された教材

である。しかし「であい」に込められたメッセージは、

自分が自分であることを大切にしながら、自分が出

会う他者との関わりを深めていく一対一の人間の対

話こそ人間の普遍的なテーマであるということであ

る。7人がこれからどんな対話を国内外の同世代

とするのか楽しみである。 中野佳代子
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編集後記

高校に入るまで、ほとんどカメラを手にした

ことがなかった中才さんが、写真を撮るよう

になったのは、高校に入ってすぐのクラブ紹

介で、写真部に興味をもったからです。映画

が好きだった中才さんは、映像に対する関心

も深かったのでしょう。写真に熱中するように

なったのは、写真部にモデルとして所属して

いた森さんとの出会いです。どちらかと言え

ば人見知りするタイプの中才さんのために、写

真に撮られることが大好きな森さんは、すす

んで被写体になってくれたのです。それから

というもの、森さんを追いかけて、カラー、モ

ノクロ問わず、何本撮ったか知れません。

そんなある日、写真部の顧問の先生から

TJFの写真コンテストの話を聞き、「5枚なんて

簡単」と思って応募することにしました。とこ

ろが、いざ撮ってみると、そう簡単には行きま

せん。家庭での様子を撮ろうと彼女の家に

泊まり込んだり、働いているところを撮ろうと

仕事場に押しかけたり、撮られることをいや

がる彼氏とのツーショットを何とかものにした

りと。その努力のお陰でしょうか、中才さん

は「この5枚組で彼女に近づくことができた」

と確信できるようになりました。

5枚の写真のうちでもとりわけ審査員をはじ

め関係者の注目を集めたのは、2枚の写真

をアルバムに張って写したものです。左側は

モデルになってみんなに囲まれて嬉しさいっ

ぱいの森さん、右側は彼氏とケンカして悲し

んでいるときの森さん。この2枚の対比が見

事だったこと、それをさらにアルバムに張って

写したというアイデアが冴えていました。中才

さんによれば、このアイデアを思い付いたの

は、5枚という枚数制限のなかで、どうしても

この2枚を入れたかったからだそうです。

「人物を撮る楽しみは、撮ったあとで感想

を聞けることです。喜んでくれたり、いろいろ

な反応があるので嬉しい。これからも写真を

続けていきたいと思っています」と語る中才さ

んは、「のびのびと自由に撮っていきたい」と、

自分のペースを大事にすることも忘れません。

文：吉田忠正

素顔の高校生──!0

のびのびと自由に
撮っていきたい。
中才知弥さん（大阪府立大手前高等学校定時制課程）

TJFが主催する「高校生の生活フォトメッセージ
コンテスト」の参加者にお話をうかがい、
いつの間にか私たちの間に定着してしまった
“今どきの高校生”のイメージを変えてくれる、
ちょっとイイ話を毎号お届けします。

中才知弥（なかさい・ちや）さんのプロフィール
大阪府大東市に生まれる。16歳。趣味は映画と
映画音楽の鑑賞。大切にしたいものは、自分の
意思、意見、考え。好きなことはとことんやるが、
嫌なことはできるだけしない。自己中心的な人
間だと思う（本人の弁）。

（上）5枚組の作品より。（下）授賞式にて。左が中才さ
ん。右が森さん（撮影：北郷仁）。


